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商標について 

ESMPRO と ExpressPicnic 、 CLUSTERPRO は日本電気株式会社の登録商標です。 EXPRESSBUILDER は日本電気株式会社の商標で 
す。 Microsoft 、 Windows 、 WindowsNT 、 MS - DOS は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または 
商標です。 Intel は米国 Intel Corporation の登録商標です。 Xeon は米国 Intel Corporation の商標です。 Datalight は Datalight ， Inc . の登録 
商標です。 ROM - DOS は Da ね light , Inc . の商標です。 AT は米国 International Business Machines Corporation の米国およびその他の 
国における登録商標です。 Adaptec とその□ゴは米国 Adaptec , Inc . の登録商標です。 SCSISe / e がは米国 Adaptec , Inc . の商標です。 
Mylex は米国 Mylex Corporation の登録商標です。 AM し MegaRAID、Power Console 円 us は米国 American Megatrends , Inc . の登録 
商標または商標です。 Adobe 、 Adobe □ゴ、 Acrobat は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 DLT と 
DLTtape は米国 Quantum Corporation の商標です。 

その他、記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 

Windows XP は Microsoft ® Windows®XP Professional operating system および Microsoft ® Windows®XP Home Edition operating 
system の略称です 。 Windows 2000は Microsoft ® Windows ® 2000 Server operating system および Microsoft ® Windows ® 2000 
Advanced Server operating system 、 Microsoft ® Windows ® 2000 Professional operating system の略称です 。 Windows NT は 
Microsoft ® Windows NT ® Server network operating system version 3.51/4.0 および Microsoft ® Windows NT ® Workstation 
operating system version 3.日 1/4 .日の略称です 。 Windows Me は Microsoft ® Windows ® Millennium Edition Operating System の略 
称です 。 Windows 98 は Microsoft ® Windows ®98 operating system の略称です 。 Windows 95 は Microsoft ® Windows ®95 operating 
system の略称です。 

サンプルアプリケーションで使用しているを称は、すべて架空のものです。実在ずる品を、団体を、個人をとは一切関係ありません。 


<お願い> 

本製品は、高速処理が可能であるため、高性能コンピュータの平和的利用に関する日本政府の指導 
対象になっております。 

ご使用に際しましては、下記の点につきごを意いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

1. 本製品は不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置して<ださい。 

2. パスワード等により適切なアクセス管理をお願いいたします。 

3. 大量破壊兵器およびミサイルの開発、ならびに製造等に関わる不正なアクセスが行われるお 
それがある場合には、事前に当社相談窓□までご連絡<ださい。 

4. 不正使用が発覚した場合には、速やかに当社相談窓□までご連絡<ださい。 

当社相談窓 □ NEC クライアント•サーバ販売推進本部 

電話番号 03-3798-9547 


ま意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づ<クラス A 情報技術装置 
です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用 
者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 


局調波適合品 

本装置は通商産業省通知の家電、況用品高調波が制対策ガイドラインに適合しています。 


電源の瞬時電圧お下対策について 

本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電 
源装置 ( UPS ) 等を使用されることをお勧めします。 

レーザま全基準について 

本装置に標準で搭載されている CD - ROM ドライブは、レーザに関ずる安全基準 (JS • C - 6802、 IEC 825) クラス1に適合していまず。 


海夕 I でのご使用について 


本装置は、日本国内での使用を前提としているため、ミ毎か各国での安全規格等の適用を受けておりません。したがって、本装置を輸出 
した場合に当該国での輸入通関および使用に対し ffl 金、事故による補償等の問題が発生ずることがあっても、製社は直接-間接を問わ 
ず一切の責任を免除させていただきます。 

ごま意 

( 1 ) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

に）本書の内容に関しては将来モ告なしに変更ずることがあります。 

(3) NEC の許可な<複製-改変などを行うことはできません。 

(4) 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがありました6、 
お買い求めの販売店にご連絡<ださい。 

巧）運用した結果の影響については (4) 項にかかわらず責任を負いかねまずのでご了承 < ださい。 


◎ NEC Corporation 2002 













このユーザーズガイドは、必要なときすぐに参照でさるよう、お手元に置い 
ておくようにしてください。 r 使用上のごま意」を必ずお読みください。 


A 使用上のご注意 


ぶずお読み < ださい* 


Express サーバを安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。 


安をにかかわる表示について 


Express 5800シリーズを安全にお使いいただくために、このユーザーズガイドの指示に従つ 
て操作してください。 

このユーザーズガイドには装置のどこが危険か、指示を守らないとどのような危険に遭う 
か、どうすれば危険を避けられるかなどについて説明されています。また、装置内で危険が 
想をされる箇所またはそのがおじは警告ラベルが貼り付けられています。 

ユーザーズガイドおよび警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と r を意」と 
いう用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意□ホを持つものとして定義されて 
います。 

指示を守！5ないと、人び死じする、または重傷を負うおそれびあることを 
のしがす。 



A ミ主意 


指示を守5ないと、乂傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれ 
びあることを示します。 


危險に対するを意-表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次の 
ような意□ホを持つものとしてを義されています。 


A 

ま意の喚起 

この記号は指示を守6ないと、危険が発生す 
るおそれがあることを表します。記号の中の 
絵表示は危険の内容を図案化したものです。 

(例） A 
(感電ま意） 

0 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記号の中 

り列）雇 


やお<の絵表示は、してはな6ない行為の内 

( S ) 


容を図案化したものです。 

(接触禁止） 


行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記号の中 

(例 ） A 

龜 


の絵表示は、しなければな6ない行為の内容 

喔 

V 


を図案化したものです。危険を避けるために 

(プラグをおけ） 



はこの行為が必要です。 



(ユーザーズガイドでの表示例） 



: 意を促ず記号 を険に夕む 

r るま意の内容 を険①程度を表ず用語 

1 



A ミ主意 

k 

k/A| 

1 指定 m がの d 

電源は指定さ 
1 電源を使うと 

ンセントに差し込まない 

れた電圧、電源の壁がきコンセントをお使いください。指定]: i かの 
.义災や漏電の原因となります。 


使用上のごま意 
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本書および警告ラベルでほ用する記号とその内容 


ミ主意の喚起 


A 

感電のおそれびあることを示しま 
す。 

A 

レーザー光による失明のおそれび 
あることを示します。 

A 

指などびはさまれるおそれびある 
ことを示します。 


発煙または発乂のおそれびあるこ 
とをしまず。 

A 

高温による傷害を負うおそれがあ 
ることを示しまず。 

A 

特定しない一般的なま意-警告を 
のしす'す。 


行為の禁止 


0 

特定しない一般的な禁止を示しま 
す。 


本装置を分解-修理-改造しない 
でください。感電や乂災のおそれ 
があります。 


行為の強制 



本装置の電源プラグをコンセント 

〇 

特定しない一般的な使用者の行為 

か5巧いてください。义災や感電 

を指示しまず。説明に従った操作 

のおそれびありまず。 

をして < ださい。 


ち分けされた SB 分についての取 D 扱い注意 


Express サーバの内部の電源を ON にしたままの状態で内蔵オプションの取り付け/取り外し 
ができる部分を緑色で色分けしています。緑色の部分 W 外(特に青色で色分けされている部 
分)への内蔵オプションの取り付け/取り外しは、必ず装置の電源を OFR こし、すべての電源 
コードをコンセントからあいてから行ってください。 
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まを上のご注意 


田 

Express サーバを安全にお使いいただくために、ここで説明するを意事項をよく読んでご理 ± 
解し、安全にご活用ください。記号の説明については巻頭の『安全にかかわる表示について』 ^ 
の説明を参照してください。 a 

意 

全般的なミち意事項 




人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とずる業務には使用しない 

0 

本装置は、医療機器-原子力設備や機器、航空宇宙機器-輸送設備や機器など、 
人命に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組 
み} A みやこれ6の機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。こ 
れ6設備や機器、制御システムなどじ本装置を使用した結果、人身事故、財産損 
害などが生じても当社はいかなる責任も負いかねます。 


煙や異臭、異音びしたまま使用しない 


万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに POWER スイ、ソチを OFF に 
して電源プラグをコンセントか6抜いてください。その後、お買い求めの販売店 
または保守サービス会社(こご連絡ください。そのまま使用すると义災の原因とな 
し J ます。 

A 1 

1針金や金属片を差し込まない 

通気孔やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブのすきまか6金属片や 

1 針金などの異物を差し 3 A まないで<ださい。感電の危険があります。 


A ミ主意 


1海がで使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。ミ毎かでは使用できません。この装置をミ毎か 

1 で使用すると义災や感電の原因となります。 

装置内に水や異物を入れない 

装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を人れないでください。义災 
や感電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、すぐ電源を OFF (こ 
して、電源プラグをコンセントか6抜いてください。分解しないで販売店または 
保守サービス会社にご連絡ください。 

1 

/^ A \ 



V 




















電源-電源コードに関するミち意事項 





A 

めれた手で電源プラグを持たない 

めれた手で電源プラグの抜き差しをしないで<ださい。感電するおそれがありま 
す。 


A を意 


指定 m がのコンセントに差し込まない 


A A 


電源は指定された電圧、電源の壁付きコンセントをお使い < ださい。指定]: i 外の 
電源を使うと义災や漏電の原因となります。 

また、延長コードが必要となるような場所(こは設置しないで < ださい。本装置の 
電源仕様(こ合っていないコードに接続すると、コードが過熱して义災の原因とな 
LJ ます。 


A 


I たこ足配線にしない 

コンセントに定格じ(上の電流が流れることによって、過熱して义がの原因となる 
おそれがあります。 



中途半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んで<ださい。中途半端に差し} A むと接 
触不良のため発熱し、义災の原因となることがあります。また差し} A み部にほこ 
りがたまり、水滴などががくと発熱し、义災の原因となるおそれがあります。 


指定似がの電源コードを使わない 


本装置に添付されている電源コード] U 外のコードを使わないで < ださい。電源 
コードに定格] U 上の電流が流れると、义炎の原因となるおそれがあります。 


AA 


また、電源コードの破損(こよる感電や义災を防止するためじ次のような行為を行 
わないで < ださい。 


コード部分を引っ張6ない。 
電源コードを折り曲げない。 
電源コードをねじ6ない。 
電源コードを束ねない。 


• 電源コードをはさまない。 

• 電源コード(こ薬品類をかけない。 

• 電源コードにものを載せない。 

• 電源コードを改造-加工-修復しない。 
電源コードをステープラ等で固定しない。 

損傷した電源コードを使わない。（損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源 
コードと取り替えてください。巧換に関しては、お買い求めの販売店または保 
守サービス会社にご連絡<ださい。） 


Vi 



















設置-移動-保管-接続に関するを意事項 


A ミ主意 


0 




k\/k\ 




3人下で持ち上げない 

本装置の質量は最大で 55 kg あります。 1 人または 2 人で運ぶと腰を痛めるおそれ 
があります。装置は 4 人じ(上で底面をしっかりと持って運んでください。また、 
前面のカバー（フ□ントドアやフ□ントべゼル）を持って、持ち上げないでくださ 
し、カバーがかれて落下し、けがの原因となります。 

指定 m がの場所に設置し なし、 

本装置を次(こ示すような場所や本書で指定している場所]: i かじ置かないで < ださ 
し、义がの原因となるおそれがあります。 

• ほこりの多い場所。 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所。 

• 直射日光が当たる場所。 

• 不安定な場所。 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 

インタフェースケーブルの取り付け/取り外しは電源コードをコンセントか6抜い 
て行ってください。たとえ電源を OFF (こしても電源コードを接続したままケーブル 
やコネクタ(こ触ると感電したり、ショート(こよる义災を起こしたりすることがあり 
ます。 

指定似がのインタフェースケーブルを使用しない 

インタフェースケーブルは、 NEC が指定するものを使用し、接続する装置やコネク 
夕を確認した上で接続して<ださい。指定 iU 外のケーブルを使用したり、接続先を 
誤ったりすると、ショートにより义災を起こすことがあります。 

また、インタフェースケーブルの取り扱いや接続について次のを意をお守りくださ 
い。 

• 破損したケーブルコネクタを使用しない。 

• ケーブルを踏まない。 

• ケーブルの上にものを載せない。 

• ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。 

• 破損したケーブルを使用しない。 


使用上のごま意 
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お手入れ-内蔵機器の取り扱いに関するミち意事項 



A\A\ 

自分で分解-修理-改造はしない 

本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理•改造を行ったりし 
ないで < ださい。装置が正常(こ動作しな < なるばかりでな <、感電や义災の危険 
があります。 


1 CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

CD - ROM ドライブはレーザーを使用しています。電源が ON になっているときじ 
内部をのぞいたり、鏡などを差し} A んだりしないでください。万一、レーザー光 

1 が目(こ入ると失明するおそれがあります（レーザー光は目に見えません)。 


リチウム電池やニッケル水素電池を取りがさない 

A 

本装置内部にはリチウム電池が取り付け6れています（オプションデバイスの中 
にはリチウム電池やニッケル水素電池を搭載したものもあります）。電池を取り 
かさないでください。リチウム電池やニッケル水素電池は义を近づけたり、水に 
浸けたりすると爆発するおそれがあります。 

また、電池の寿命で装置が正し<動作しな<なったときは、ご自分で分解•を 
換-充電などをせずにお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡して< 
ださい。 


プラグを差し込んだまま取り扱わない 


お手人れや本装置内蔵用オプション(ホットスワ、ソプ巧能なデバイスを除 <) の取 
り付け/取り外し、装置内ケーブルの取りがけ/取り外しは、本装置の電源を OFF 
(こして、電源プラグをコンセントか6すべて抜いて巧ってください。たとえ電源 
を OFF (こしても、電源コードを接続したまま装置内の部品に触ると感電するおそ 
れがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取って 
ください。ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、义災の原因とな 
るおそれがあります。 


A ミ主意 


A 


高温ま意 

本装置の電源を OFF にした直後は、内蔵型の八ードディスクなどをはじめ装置内 
の部品が高温(こなつています。十分にぶめたことを確認してか6取り付け/取り 
かしを行って < ださい。 




I 中途半端に取り付けない 

電源ケーブルやインタフェースケーブル、ボードは確実(こ取り付けてください。 
中途半端(こ取り付けると接触不良を起こし、発煙や発义の原因となるおそれがあ 
し J ます。 


コネクタカバーを取り付けずに使用しない 


AA 


内蔵デバイスと接続していない電源ケーブルのコネクタにはコネクタカバーが取 
り付け6れています。使用しないコネクタにはコネクタカバーを取り付けてくだ 
さい。コネクタカバーを取り付けずじ使用すると、コネクタが内部の部品(こ接触 
して义災や感電の原因となります。 
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A ミ主意 


A 

A 

感電注意 

本装置の PCI バスと冷却ファン、八ードディスク、電源ユニット （3 台搭載時のみ） 

はホットスワップ(こ対応しています。通電中(こ部品の交換をする際は、内部の部 
品の端子部分などじ触れて感電しないよう十分注意して < ださい。 

指を挟まない 

固定された状態のフ□ントサブシャーシはリリースタブを押すと解除されます。 

リリースタブを押したときに指を本体フレームとフ□ントサブシャーシやリリー 
スタブに挟まれてけがをしないよう(こま意してください。 


使用上のごま意 
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運用中のミち意事項 


A ミ主意 



雷びなった5触5ない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントか6すべて抜いてください。ま 
た電源プラグをおく前に、雷が鳴りだした6、ケーブル類も含めて装置には触れ 
ないでください。义がや感電の原因となります。 



ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物をおづけないで<ださい。排ミ世物や体毛が装置内部 
に入って义災や感電の原因となります。 

装置の上にちのを載せない 

本装置が倒れて周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 

近くで携帯電話や PHS、 ポケットベルを使わない 

本装置のそばでは携帯電話や PHS、 ポケットベルの電源を OFF にしておいて<だ 
さい。電波による誤動作の原因となります。 


ぐ I 自分で FAN を取りがさない 

C\) I FAN の交換は保守サービス会社に依頼してください。動作している FAN をかすと 
I 指を挟んでけがをするおそれがあります。 
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ラックキャビネットの設置-取り扱いに関する注意事項 

本装置は、 EIA 規格に適合した19インチラック羊ャビネ、ソトにも搭載することができます。 
ラック羊ヤビネットを取り扱う際のを意事項をじ(下に示します。 


A ミ主意 


0 

&| 

&| 

叫 


1人で搬送•設置をしない 

ラックの搬送-設置は2人]:>(上で行って<ださい。ラックが倒れてけがや周囲の 
破損の原因となります。特に高さのあるラック (44 U ラックなど)はスタビライザ 
などじよって固定されていないときは不安定な状態じあります。かな6ず2人]: 
上でラックを支えなが6搬送-設置をして<ださい。 

荷重び集中してしまうような設置はしない 

ラックおよび取り付けたデバイスの重量が一点に集中しないようスタビライザを 
取りがけるか、複数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが倒 
れてけがをするおそれがあります。 

1人で部品の取り付けをしない 

ラック用のドアやトレーなどの部品は2人] U 上で取りがけてください。部品を落 
として破損させるばかりでなく、けがをするおそれがあります。 

ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

ラックか6装置を引き出す際は、必ずラックを安定させた状態（スタビライザの 
設置や耐震工事など)で引き化して < ださい。 

複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 

複数台のデノ\イスをラックか6引き化すとラックが倒れるおそれがあります。装 
置は一度に1台ずつ引き化してください。 

定格電源を超える配線をしない 

やけどや义災、装置の損傷を防止するためじラ、ソクに電源を供給する電源分岐回 
路の定格負荷を超えないようじして<ださい。電気設備の設置や配線(こ関して 
は、管轄の電力会社にお問い合わせください。 


使用上のごま意 
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ラックマウントモデルに関するを意事項 

本装置をラック车ヤビネ、ソトへ取りがけることができるラックマウントモデルじした際のを 
意事項をじ(下に示します。 




指定似がの場所で使用しない 

Q 

本装置は EIA 規格(こ適合した Express サーバ用の19インチラックに取り付けて使 
用します。本装置を取り付けるラックを設置環境に適していない場所には設置し 
ないでください。 

本装置やラックに取り付けているその他のシステム(こ悪影響をおよぼすばかりで 
なく、义災やラックの転倒によるけがなどをするおそれがあります。設置場所に 
関する詳細な説明や耐震工事についてはラックに添付のマニュアルを参照する 
か、保守サービス会社(こお間い合わせください。 


規格 m がのラックで使用しない 

0 

本装置は EIA 規格に適合した Express サーバ用のラックに取り付けて使用します。 

EIA 規格に適合していないラックに取り付けて使用したり、ラックに取り付けず 
に使用したりしないでください。本装置が正常(こ動作しなくなるばかりか、けが 
や周囲の破損の原因となることがあります。 Express サーバで使用できるラック 
については保守サービス会社にお問い合わせください。 


A ま意 




指を挟まない 

ラックへの取り付け•取りかしの際にレールなどで指を挟んだり、切ったりしな 
いよう十分を意して<ださい。 


リリースレバーを指で}甲さない 




ラックへの取り付け-取りかしの際(こ装置はいったん□、ソクされた状態(こなりま 
す。□ックされた状態を解除するためのリリースレバーが装置の両側にあります 
が、このレバーはドライバなどの工具を使って押してください。指で押すとけが 
をするおそれがあります。 


カバーをがしたまま取り付けない 




本装置のカバー類を取り外した状態でラックに取り付けないでください。装置内 
部のぶま P 効果を低下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが入って义 
災や感電の原因となることがあります。 
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告ラベルにごいて 


Express サーバ内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが貼り付けられていま 
す。これは Express サーバを操作する際、考えられる危険性を常にお客様じ意識していただ 
くためのものです（ラベルをはがしたり、ミちしたりしないでください）。もしこのラベルが貼 
り付けられていない、はがれかかっている、ミちれているなどして判読できないときは販売店 
にご連絡ください。 


リアアクセスカバーの下の CPU アクセスカバー上に貼りがけられています。 


A ミ主意 


^ A 


♦高湿になるコンポーネントがありまず。十分にをえてから触れるようにしてください。 

»電源を切ってもバッテリで稼働している部分がありまず。な巧をずる前にを々の 
コンポーネントの取り扱い説明書をお読みください。 

•As some components may become very hot during system operation, give ample time to allow cooling as well as use 
precaution when handling internal components immediately after powering down. Som internal components may still 
be operational on battery power. Refer to instruction manuals for this system as well as options prior to maintenance. 



フ□ントサブシャーシ上に/貼り付けら 
れていまず。 


A ミ主意 CAUTION 


フ□ントサブシャーシを開閉ずる際は 
指を巧まないようを意して下さい。 

To avoid the risk of personal injury, 
Open/Close the front sub chassis with care. 




重量物注意 
WARNING : 
HEAVY ITEM 


ぎっくり腰や落下事故防止 
のため移動のさいは 4 人 
お ( 上で行ってください。 

To avoid the risk of 
personal injury or 
damage to the unit, 
move the unit with 
at least four or 
more people. 


内部のファンアセンブリに貞より付けら 
れています (4 枚)。 


八ミち意 


CAUTION 


◎転している FAN に手をきき込まれないようにを意してください。 

Don’t touch moving FAN blades. 




A ミ主意 CAUTION 


オプションの取がけ、取外し時はサベての電源プラグをコンセントからおき、 _ A 

外部装置と接続しているケーブルを外して下さい。 電源プラグを抜< 

Disconnect all AC power cords from both system 感軍 音へ 

and external peripherals prior to installing/removing options. ' /H\ 


ネジは本体内部へをとさない様、十分ごを意下さい。 

Do not drop any screws inside the system. 


A 


ボード及びオプション機器の接続の際は、企、ずユーザーブガイドを参照し、正しく接続して下さい。 
誤った接続は、故障や义がの原因となります。 

Refer to User’s Guide when option boards or peripherals are installed. 

Incorrect installations may result in damage to the system and lead to accidents. 


A 


装置の持ち上げ、移動の際は、装置の底面をしっかり持って持ち上げて下さい。 

Firmly hold the bottom of the system when required to lift and carry the system. 


A 


A 

注意 CAUTION 





Disk トレイをあき差しずる際は 

指をがまないようを意して下さい。 . 

To avoid the risk of personal injury, handle the disk tray /^\ 
with care when inserting/removing from the system. 




A 

ミ主意 CAUTION 




グリーンで色分けされているデバイスやス □ ットは、システム運用中に 
ホットスワ、ソプで交換および追力日が可能です。 

A Only green area is available for 

/!\ Hot Swap or Hot Plug operation. 

To avoid electric shock, disconnect 
all AC cords before accessing to 
others inside the system. 




動作時および電源を切つた直後は、 
八ードディスクの表面が高湿になつ 
ているので、ミ主意してください。 

As the hard disk drives may retain heat 
after powering down, allow ample time for 
cooling prior to handling. 

A 


使用上のごま意 
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取り巧い上のごを意 


装置を正し<動作をせるために〜 


Express サーバを正しく動作させるためじ次に示すを意事項をお守りください。これらのを 

意を無視した取り扱いをすると Express サーバの誤動作や故障の原因となります。 

• 本装置が正常に動作できる場所に設置してください。詳しくは77ページを参照してくだ 
さい。 

• 本装置専用の保守用パーティションが 0 S から見える場合がありますが、この保守用パー 
ティションを削除しないでください。 

• 周辺装置へのケーブルの接続/取り外しは本装置の電源が OFR こなっていることを磕認 
し、電源コードをコンセントから外した後に行ってください。 

参電源の OFF やフ□、ソピーディスクの取り化しは、本装置のアクセスランプが消なしてい 
るのを磕認してから行ってください。 

参本装置の電源コードをコンセントじ接続した後、10秒間は本装置の電源を ON にしないで 
ください。 

• 本装置の電源を一度 OFF にした後、再び ON じするときは30秒じ(上経過してからにしてく 
ださい。 

• 本装置の電源 ON 後、ディスプレイ装置の画励こ 「 NEC 」 □ゴおよび□ゴ下側に何らかの文 
字が表示されるまでは電源を OFF じしないでください。 

• 本装置を移動したり、清掃したりする前に電源を OFF にして、電源プラグをコンセント 
からあいてください。 

• 定期的に本装置を清掃してください(清掃は283ページで説明しています）。定期的な清 
掃はさまざまな故障を未然に防ぐ効果があります。 

• 落雷等が原因で瞬間的に電圧が低下することがあります。この対策として無停電電源装 
置等を使用することをお勤めします。 

• オプションは本装置に取り付けられるものであること、また接続できるものであること 
を磕認してください。たとえ本装置に取り付け/接続できても正常に動作しないばかり 
か、装置本体が故障することがあります。 

• オプションは NEC の純正品をお使いになることをお勧めします。他社製のメモリや八一 
ドディスクじは本装置に対応したものもありますが、これらの製品が原因となって起き 
た故障や破損については保証期間中でち有償修理となります。 

参 CD - ROM ドライブや 5.25 インチデバイスじ取り付けるオプション(例えば DAT など)は、 
ソフトウェアのコマンドからトレーまたはメディアをイジェクトできる場合がありま 
す。ソフトウェアからイジェクトする場合は、フ□ントドアが開いていることを磕認し 
てからコマンドを実行してください。フ□ントドアを閉じたままコマンドを実行すると 
フ□ントドアにトレーやメディアがぶつかりイジェクトできず、エラーが起きるだけで 
な<、装置自身の故障の原因となります。 

■L 保ずサービスについて 

Express サーバの保ずに関して専門的な知識を持つ保ず員によるを期的な診断•保ず 
サービスを用意しています。 

Express サーバをいつまでもよい状態でお使いになるためにも、保ずサービス会社とを 
期保ずサービスを契約されることをお勧めします。 
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健康を損なわないためのアドバイス 




キーボードの角度を調節する 

キーボードには、角度を変えることができるよう設計されているものもありま 
す。人力しやすいよう(こキーボードの角度を変えることは、肩や腕、指への負 
担を軽減するのにたいへん有効です。 



コンピュータ機器を長時間連続して使用すると、身体のを部(こ異常が起こることがあります。コンピュータを 
使用するときは、主に次の点(こま意して身体(こ負担がかか6ないようん掛けましょう。 

よい作業姿勢で 

コンピュータを使用するときの基本的な姿勢は、背筋を伸ばして椅子にすわ 
り、キーボードを両手と床がほぼ平行になるような高さに置き、視線が目の高 
さよりもやや下向きに画面にミまがれているという姿勢です。『よい作業姿勢』と 
はこの基本的な姿勢をとったとき、身体のどの部分(こも余分な力が入っていな 
し\つまり緊張している筋肉がもっとも少ない姿勢のことです。 

『悪い作業姿勢』、たとえば背中を丸めたかっこうやディスプレイ装置の画面に 
顔をおづけたままの状態で作業を巧うと、疲労の原因や視力低下の原因となる 
ことがあります。 

ディスプレイの角度を調節する 

ディスプレイの多くは上下、左ちの角度調節ができるようじなっています。ま 
ぶしい光が画面に映り} A むのを防いだり、表示内容を見やす<したりするため 
にディスプレイの角度を調節することは、たいへん重要です。角度調節をせず 
に見づらい角度のまま作業を巧うと『よい作業姿勢』を保てなくなりすぐに疲労 
してしまいます。ご使用の前にディスプレイを見やすいよう角度を調整してく 
ださい。 

画面の明るさ-コントラストを調節する 

ディスプレイは明るさ（ブライトネス）-コントラストを調節できる機能を持っ 
ています。年令や個人差、まわりの明るさなどによって、画面の最適なブライ 
トネス-コントラストは異なりますので、状況に応じて画面を見やすいように 
調節して<ださい。画面が明るすぎたり、暗すぎたりすると目に悪影響をもた 
6します。 






機器の清掃をずる 





機器をきれい(こ保つことは、美観の面か6だけでな<、機能や安全上の観点か6も大切です。特にディスプレ 
イの画面は、ほこりなどで巧れると、表示内容が見に<<なりますので定期的(こ清掃する必要があります。 

疲れた5休む 

疲れを感じた6手を休め、軽い体操をするなど、気分転換をはかることをお勧 
めします。 
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使用上のごま意 






















はじめに 


このたびは、 NEC の Express サーバをお買い求めいただき、まことにありがとうございます。 

Express 5800 /140 HC は、最新のマイク□プ□セ、ソサ 「 Intel ® Xeo が m Processor MP 」 を搭載した高性能 
サーバです。 

NEC の最新テクノ□ジーとアー羊テクチャにより従来のサーバでは実現できなかった八イパワー、八イス 
ピードが実現します。 

r 高信頼性」はもちろんのこと、「拡張性」を考慮して設計され、ネットワークサーバとして幅広くご利用い 
ただけることでしょう。 

Express サーバの持つ機能を最大限に引き化すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、装 
置の取り扱いを十分にご理解<ださい。 


本書について 

本書は、 Express サーバを正しくセットアップし、使用できるようじするための手引きです。 Express サー 
バのセットアップを行うときや日常使用する上で、 わからないことや具合の悪いことが起きたときは、取 
り扱い上の安全性を含めてご利用ください。 

本書は常に Express サーバのそばに置いていつでも見られるようにしてください。 

本書は 、 Windows 2000や Windows NT などのオペ レーテイング システムやキーボード、マウスといっ 
た一般的な入出力装置などの基本的な取り扱いについて十分な知識を持ったユーザーを対象として記載さ 
れています。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわるを意記号の他に3種類の記号を使用しています。これ 
らの記号と意□ホをご理解じなり、装置を正しくお取り扱いください。 


W-0 

装置の取り扱いや、ソフトウェアの操作で守6なければな6ない事柄や特(こま意をすべ 
き点を示します。 


装置やソフトウェアを操作する上で確認をしておく必要がある点を示します。 

■L 

FETn 

知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 
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本書の再購入にごいて 


もし本書を紛失された場合は、最寄りの販売店またはお買い求めの販売店にご相談<ださ 
い。ユーザーズガイドおよび添付の CD - ROM じ収められているオンラインド羊ュメントの一 
部は、 Express サーバのホームページからダウン□ー ドすることができます。 

http :// nec 8. com / 


本書の構ぶについて 


本書は4つの編から構成されています。それぞれの編では次のような説明が記載されていま 

す。なお、巻末には索引があります。必要に応じてご活用ください。 

M-O 「使用上のごま意」をはじめにご覧ください 

本編をお読みになる前に(2、ず本書の卷頭に記載されている「使用上のごま意」をお読みくだ 
さい。「使用上のごを意」では、本装置をま全に、正しくお使いになるために大切なま意事 
項び記載されています。 

第1編導入編 . Express サーバを導入するじあたり知っておいていただきたい 

情報とお使いになることができるまでのセットアップの手順に 
ついて説明しています。ここで説明する内容や手順を守って正 
しく Express サーバをお使いになるシステム環境へ導入してく 
ださい。 

第2編ハードウェア編 。… Express サーバの八ードウェアに関する説明をしています。を 

部のを称やその機能、オプションの増設方法、 Express サーバ 
にふさわしい設置場所じついて知りたいときに参照してくださ 
い。 

第3編ソフトウェア編 。… Express サーバに添付のソフトウェアについてその機能や使用 

方法について説明しています。ここで説明する内容に従って正 
しくお使いください。 

第4編運用-保守編 . Express サーバを運用する上で巧っておいていただきたい情報 

が記載されています。また、「故障かな？」と思ったときは、 
Express サーバの故障を疑う前に参照してください。 


はじめに/本書について 
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付属品の確認 

Express サーバの捆包箱の中には、 Express サーバ本体]: i 外にし巧いろな付属品が入っています。添付の構 
成品表を参照してすべてがそろっていることを磕認し、それぞれ点横してください。万一足りないものや 
損傷しているちのがある場合は、販売店に連絡して<ださい。 

n -〇 付属品について 

• 添付品はセットアップをするときやオプションの増設、 Express サーバび故障したと 
をに必要となりまずので大切に保管してください。 

• 添付品のに XPRESSBUILDER」 の構成品についロホ、パッケージの中にある構成品表 
を参照してください。 

• オペレーティングシステムに添付のソフトウェア登録力ードは、所定事項をご記入の 
上、必ず投函してください。 

• フ□ッピーディスクび添付されている場合は、フ□ッピーディスクのバックアップを 
とってください。また、添付のディスクをマスタディスクとして大切に保管し、パック 
アップディスクを使用してください。 

• 添付のフ□ッピーディスクまたは CD-ROM は、使用方法を誤るとお客様のシステム環 
境を変更してしまうおそれびありまず。使用についてご不明な点びある場合は、無理な 
操作をせずにお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 


第云ちへの譲渡について 


Express サーバまたは、 Express サーノ\に添付されているものを第三者に譲渡（または売却)するときは、夕 
のを意を守ってください。 

• Express ヴーパ本体について 

本装置を第三者へ譲渡（または売却)する場合じは、本書を一緖にお渡しください。 

• 添付のソフトウェアについて 

本装置に添付のソフトウェアを第三者に譲渡(売却)する場合には、じ(下の条件を満たす 
必要があります。 

-添付されているずべてのものを譲渡し、譲渡した側は一切の複製物を保持しないこと 
-をソフトウェアに添がされている『ソフトウェアのご使用条件』の譲渡、移転に関す 
る条件を満たすこと 

-譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、インス!-ールした装置か 
ら削除した後、譲渡すること 
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消耗品について 


Express サーバの部品の中には、寿命じより交換が必要なものがあります(ぶ却ファン、内蔵 CD-ROM ドラ 
イブ、フ□、ソピーディスクドライブ、マウスなど)。装置を安をして稼働させるために、これらの部品をを 
期的に交換することをお勧めします。交換や寿命については、お買い求めの販売店または保守サービス会 
社にご連絡ください。 


装置の廃棄について 


Express サーバおよび八ードディスク、フ□、ソピーディスク、 CD-ROM やオプションのボードなどの廃棄 
についてはを自治体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、を自治体へお問い合わせください。 

I M-O Express ヴーバのべースボード上にあるバッテリの廃棄(および交換）についてはお買 
い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 




装置内蔵のバッテリが故障すると、 POST の画面上で] U 下のメ、ソセージが表示されま 
す。お買い求めの販売店または保守サービス会社(こ連絡してバッテリのを換を依頼して 
ください。 

02己0 System battery is dead - Replace and run SETUP 


A 


リチウム電池やニッカド電池、ニッケル水素電池を取りがさない 

本装置内部にはリチウム電池が取り付け6れています。リチウム電池を取り外さな 
いでください。リチウム電池を义(こおづけたり、水に浸けたりすると爆発するおそ 
れがあります。 

また、リチウム電池の故障で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分 
解-巧換-充電などをせず(こお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡し 
てください。 



オプションのディスクアレイコント□-ラ(こもリチウム電池やニッカド電池、二、ソ 
ケル水素電池を使ったバッテリが搭載されています。分別廃棄が必要な場合は、 
ディスクアレイコント□ーラを取り外した後、ボードか6バッテリを取り外してく 
ださい。 

バッテリの位置じついてはディスクアレイコント□ーラ(こ添付の説明書を参照して 
ください。 


付属品の確認/第 I 二者への譲渡について/消耗品について/装置の廃棄について 
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A 使用上のご注意〜必ずお読みください〜 . 

安全にかかわる表示(こついて . 

本書および警告ラベルで使用する記号とその内容 . 

色分けされた部分についての取り扱いを意 . 

安全上のごを意 . 

全般的なを意事項 . 
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運用中のを意事項 . 
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1導入編 


Express サーバの特長 . 

サーバ 管理 . 

ストレージ管理 . 
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導人にあたって . 

システム構築のポイント . 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 ...... 

出荷時の状態を確認しましょう . 

セットアップの手順を確認しましょう 
を運用管理機能を利用するにあたって 
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各部のを称と機能 . 62 
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アクセスランプ . 
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フ□、ソピーディスクドライブ . 
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システム BIOS 〜 SETUP 〜 . 
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3ソフトウェア編 
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Power Console Plus (サーパ） . 

カスタムインストールモデルでのセットアップ . 

シームレスセットアップを使ったセットアップ . 
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4運用•保守編 
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オンラインドキユメントについて 


添付の CD-ROMrEXPRESS 目 ULDER」 には次のオンラインドキュメントが収め6れています。必要 
に応じて参照してください。 

• RAID EzAssist オペレーションガイド 

• Microsoft Windows 2000 Server/Microsoft Windows 2000 Advanced Server インストレー 
シ ョンサプリメントガイド* 

• Microsoft Windows NT 4.0 Server/Microsoft Windows NT 4.0 Server, Enterprise Edition イ 

ンストレーションサプリメントガイド* 

• ESMPRO/ServerAgent (Windows 2000/Windows NT 版）インストレーションガイド 

• ESMPRO/ServerManager インストレーションガイド 
• エクスプレス通報サービスインストレーションガイド 

• Global Array Manager Server (Windows 2000/Windows NT 版）インストレーションガイド 

• Global Array Manager Client インストレーションガイド 

• Global Array Manager オペレーションガイド 

• 自動クリーンアップツールインスト レーショ ンガイド 

• Array Recovery Tool インストレーションガイド 

• Power Console Plus ユーザーズマニュアル 
• テープ監視ツールセットアップガイド 

• MWA ファーストステップガイド 
• 19インチラック ユーザーズ ガイド 

• Express Server Management Guide 

• 保守用パーティションを作成しないでインストールするなど、特殊なケースのときに参照してく 
ださい。通常はシームレスセツトアップにてインストールされることをお勤めします。 


XXVI 








